
2 日目全体会

日本政府に対する

「 総括所見」について

子どもの権利条約 フォーラム ■96実 行委 兵舎

「子 ど も の権 利 条 約 フ ォ ー ラ ム」 は 、子 ど もの

権利 条約の普 及・ 実施 に関心 を持 ち、取 り組み を

行な ってい る個 人・ 団体 が一 同に会 し、情 報交換

や経験 交流 を通 じてお たがい を高 め合 ってい くこ

と を 目的 と して 、 19 92 年 よ り、毎 年 1 1 月 に 開 催 さ

れて き ま し た 。

199 5 年 と 19 96 年 の 2 度 に わ た る フ ォー ラ ム で は 、

いずれ も「子 どもの権利 条約 の実 施状況 の市民 レ

ベルでの検証 」 が基調 テ ーマ に選 ばれて い ます 。

これ は 、 日本 が 条 約 を批 准 した こ と に と も な い 、

今後 の取 り組みの焦点 が、条約 の実施 を進 めてい

くこ と と、 そ の 実 施 状 況 を監 視 して い く こ と に移

っ た こ と を踏 ま え た もの で す 。 そ の た め に は 、 関

心を持つ個人・ 団体が、条約の普及状況や実施状

況を独 自に検証 してい く必 要があ ります 。国内 ・

国際の垣根 を超 えて、 さまざ まな分野 で取 り組み

を続 け る個 人 ・ 団体 が 集 ま る フ ォ ー ラ ム は 、 そ の

ため の 格 好 の 場 と して 位 置 づ け ら れ て き ま した。

この検証 の取 り組 み は、 また、各 国におけ る実

施状 況の監視 を担 う「国連・ 子 ど もの権利委員会」

の活 動 と も連 携 す る もの で な け れ ば な り ませ ん 。

フォー ラムで行 なった 「市民 レベ ルでの検証」 の

成果 を、委 員 会 に提供 され る N G O レ ポー トの 内

容に 反 映 して い くこ と も、 そ うい う連 携 の あ り方

のひ とつ で す 。

しか し、 国連 ・ 子 ど もの 権 利 委 員 会 が どの よ う

に各国の報告 を審査 してい るのか、審査 の中で ど

のよ う な議 論 を行 な っ て い る の か は、 必 ず し も広
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く知 ら れ て い る わ け で は あ り ませ ん 。 そ こ で 、

「 子 ど もの 権 利 条 約 フ ォー ラ ム■9 6」で は 、シ ミュ レ

ーシ ョン「模擬・国連子 どもの権利 委員会」を開催

する こ とに し ま した 。こ れ は 、各 国 の 報 告 は ど うい

う手続 きで審査 されるのか 、 日本の政府 報告 が審

査さ れ る場 合 に は ど うい う点 が 問 題 に な る か を、

わか りや す い 形 で 提 示 し よ う と した もの で す 。

国連・ 子 どもの権利 委員会 は、各 国の報告 を審

査したあ とに、必ず 「総括所見」 を採択 して、問

題点 を指摘 した り、改 善すべ き点 につ いて提案 ・

勧告 を 行 な っ た り して い ま す 。 そ こ で 、「子 ど も

の権利条約 フォーラム ’9 6」 で も、「模擬・ 国連子

ど もの 権 利 委 員 会 」 を 開 催 す る と と もに 、 フ ォー

ラム と して の 「総 括 所 見 」 を採 択 す る こ と に し ま

した 。

この 「総 括所 見」（23～25ペ ー ジ参照 ） は、 国

連・ 子 どもの権利委 員会が採択 す る総括所 見 の形

式や内容 をあ る程度 は踏 まえてい ますが 、 日本 の

市民・ N G O の期待 や 要求 を考 え て、 19 9 8年 に も

出され る こ とが 予 想 され る総 括 所 見 よ り も、 もっ

と具 体 的 な もの に して あ りま す 。 本 来 は 、 も う少

し一般的 で抽 象的 な表現 になってい るこ とが普通

です 。 ま た 、 ス ペ ー ス の 問 題 もあ ります の で 、 実

際の委員会 であれ ば前 向 きに評価 す るだろ う点 に

つい て もほ と ん ど言 及 して い ませ ん 。

なお、少年 司法問題 を始め として、時 間等 の 関

係で 今 回 の フ ォ ー ラ ム で あ ま り議 論 さ れ な か っ た

問題 につ い て も省 略 して あ りま す 。



19 96 年 11 月 9 日 （土 ） ～ 10 日 （ 日） にか け て

大阪 で 開 か れ た 「子 ど もの権 利 条 約 フ ォー ラム

’9 6」 の参加者 は、 日本 で国連 ・子 ど もの権 利

条約 を充分 に活 か し、子 ど もた ち を と りま く状

況を よ り よ い も の に し て い く た め に 、「模 擬 ・

国連 子 ど もの権 利 委 員 会」 を 開催 し、 日本 政 府

に対 して以下の 「総括所見」 を採択 した。

1 序

「子 ど もの 権 利 条 約 フ ォー ラム ■96 」 の参 加

者は、 日本 政 府 が 、 ほ ぼ期 日通 りに国 連 ・子 ど

もの 権利 委 員 会 へ の 第 1 回報 告 を提 出 した こ と

を評価す る。 また、報告作 成の過程 で、 N G O

（非政府 組織 ）か ら意見 を聴 く機会 を持 ったこ

とにつ い て も評 価 す る 。 しか し、 そ の 報 告 の大

部分が法律や制度の紹介に留 まってお り、子 ど

もた ち の実 態 、 条約 を実 現 してい く上 で の 問題

点、今後の課題 などについての 自己批判的な分

析・検 討 が 見 られ な い こ とは、 残 念 で あ る 。

2 法改正・制度改革

日本政府 は、条約の内容 を非常 に消極的・ 限

定的 に とらえ、学界 、弁護士 会 、市 民・ N G O

などか ら法 改 正 や 制度 改 革 の要 求 が た くさん 出

され て き た に も 関 わ らず 、 そ う した 声 に ほ と ん

ど応 え てい ない 。 条約 を積 極 的 に活 か して い く

とい う観点 に立 って、必要 な法改正や制度改革

を進 め てい くべ きで あ る。 少 な くと も、 以 下 の

点につ い て は 条約 との矛 盾 が 明 らか で あ り、早

急に村応す る必 要がある。

一婚外子 に村する法律上 の差別の撤廃

一無国籍の全面的防止

一外 国 人 に対 して差 別 的 な扱 い を して い る法

律お よび制度 の見直 しまたは撤廃

一懲戒処分の際に、当事者であ る生徒の弁明

の機 会 を必 ず 保 障 す る よ う、法 律 また は規

則 な どで 明 記 す る こ と

一国内外 を問 わず、 18歳 末満 の子 どもに村す

る性 的搾取の全面的禁止

現在行 なわれてい る民法や児童福祉法の改正

作業で も、条約の趣 旨と規定 を充分 に考慮 に入

れる こ とが必 要 で あ る。

3 実施機関・監視機関

子 どもの権利 に関わる問題 に総合的 な視点で

取り組 ん で い け る よ う、推 進 本 部 な どの よ うな

形で、条約の実施に関わるすべ ての機関が参加

する、政策調整・ 条約実施 のための機関 を設置

するべ きで あ る。 そ の よ うな機 関 が 、子 ど もの

権利の 問題 に関心 を持 つ市民・ N G O との協議

の機 会 を、 定期 的 に持 つ よ う に も提 案 す る。

また、 子 ど もた ち の権 利 が 侵 害 され て い な い

かを きちん と監視 で きる よ う にす るた め 、子 ど

もオ ンブズ パ ー ソ ンの よ う な、 行 政 か ら独 立 し

た監視機関 を設置すべ きであ る。

4 広報・研修

条 約 第4 2条 の 規 定 に も関 わ らず 、 条 約 は まだ

まだ充 分 に浸 透 して い な い。 と くに、 権利 の主

体で ある子 どもたちに対 し、条約の内容が充分

に伝 わ って い ない とい う現 実 が あ る。 条 約 の 内

容を お とな に対 して も子 ど もに対 して も広 く知

らせ る ため の 取 り組 み を 、 さ ら に積 極 的 に行 な

うべ きで あ る。 と くに子 ど もた ち に対 す る広 報

は、条約の内容が充分にわか り、実際 に権利 を

行使 す る こ とが で きる よ うな形 で 進 め て い か な

ければ ならない。「国連人権教 育の 10年」の精

神も踏 ま え、 条 約 学 習 を カ リキ ュ ラム の 中 に組

み入 れ る な どの 条 件 整備 も進 め てい く必 要 が あ

る。

子 ど も とと も に また は子 ど もの ため に働 い て

いる専門職 グループ （教員、児童福祉 関係 者、

警察 官 な ど） へ の 教 育 ・研 修 も、 さ ら に進 め ら

れな け れ ば な ら ない 。

5 差別の禁止

条約第 2 条が差 別のない状態 を「確保 する」

こ と を政 府 に対 して 求 め て い る に も関 わ らず 、

婚外 子 、 被 差 別 部 落 出 身者 、在 日 コ リア ンを含

む外 国人、障害 を持った子 ども、先住民 を含 む

その他 のマ イ ノ リテ ィ、女 性 な ど に村 して、 さ
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まざ ま な差 別 が 実 態 と して存 在 して い る。 政 府

は 、 この よ うな差 別 が な くな る よ う、法 改 正 や

積極 的是 正 措 置 （ア フ ァーマ テ イ ブ・ ア クシ ョ

ン） の導 入 を始 め とす る 、充 分 な対 策 を とるべ

きで あ る。 ま た、 条 約 第2 9 条 の 規 定 を踏 まえ 、

多文化共生や人権尊重 の理念 を基盤 とした教育

や啓 発 措 置 も進 め て い か な けれ ば な らな い。

と りわ け 、 在 日コ リア ン を含 む外 国 人へ の差

別に関 して は 、法 律 、制 度 、 政 策 の あ り方 を含

めて、 外 国 人 を 管理 の村 象 と して扱 うの で は な

く、 人 権 を充 分 に保 障 す る とい う観 点 か ら、 総

合的 な見直 しを行 なう必要があ る。教育 、保健、

社会 保 障 とい っ た基 本 的 なサ ー ビス に ア ク セ ス

する権利は、国籍 、民族、学校制度 を始 め とす

るい か なる種 類 の差 別 もな く、 積極 的 に保 障 さ

れるべ きで あ る。 同時 に、 自己 の言 語 に よ る教

育を保 障 す る こ とを始 め と して 、子 ど もが 自分

のア イ デ ン テ ィ テ ィ を 充 分 に 保 持 で き る よ う に

しなけ れ ば な らな い。 外 国 人 に村 す る暴 力 や い

やが らせ に つ い て も、 この よ うな事 件 が 起 こ ら

ない よ う、 あ らゆ る必 要 な措 置 を とる必 要 が あ

る。

6 子どもの最善の利益

子 ど もに関 わ るす べ て の 活動 に お い て子 ど も

の最善の利益 が第一次的 に考慮 されなけれ ばな

らな い とい う条約 第 3 条 の 規定 を、法 律 、 規 則 、

行政手 続 な ど に もっ と明 確 に反映 させ るべ きで

ある 。 また、 この規 定 が 確 実 に実 行 され る よ う

にす る た め、 子 ど もの権 利 を実効 的 に支 え る法

的援助 その他のサー ビスが、子 どもの意見の尊

重の 原 則 も踏 ま え て 保 障 され な け れ ば な ら な

い。

また、 行 政 レベ ル で行 な われ るあ らゆ る決 定 、

予算 を始め とす る経済政策の決定、国際協力の

実行 な ど にあ た って も、子 ど もの 最 善 の利 益 が

最優先 に考慮 されなければな らない。現在進め

られている財 政緊縮 、規制緩和、民営化、地方

分権 化 な どの施 策 に お い て も、 子 ど もの最 善 の

利益の原則に照 らした充分 な検討が行なわれる

べきで あ る 。

7 子どもの意見の尊重／子 どもの参カロ

学 校 や 社 会 に お い て、 子 ど もた ちは まだ ま だ

権利 行使 の 主体 と して は認 め られ て い な い。 家

庭・ 学 校 ・施 設 ・ 社 会 な どで 、子 ど もた ちが さ

まざ ま な問 題 につ い て 自由 に意 見 を表 明 し、 そ

の意見が尊重 され、 日常 の運営や意思決定に子

ど もが 積 極 的 に参加 で きる よ うにす るた め 、 自

治体 の 間で 広 が りつ つ あ る 「子 ど も議 会」 の 開

催、各種の審議 会 に村 する子 どもの参加な どの

試みなどの仕組みづ くりに、政府は積極的に取

り組 むべ きで あ る 。子 ど もを対 等 なパ ー トナ ー

と して認 め 、 そ の 意 見が 尊 重 され る よ うな態 度

を一 般 的 な もの にす る た め の啓 発 措 置 に も力 を

入れ な けれ ば な らな い。

また、子 どもの表現・情報の 自由や結社・集

会の 自由 な どの市 民 的権 利 を侵 害 す る よ うな校

則は、 見 直 され るべ きであ る。 子 ど もが の びの

びと意 見 を表 明 で きる よ うにす る た め に も、 子

どもの プ ラ イバ シーへ の権 利 を尊 重 す る ため に

も、 内 申書 を子 ど も本 人 に開 示 す る方 向 で検 討

を進 め なけ れ ば な らな い。

過度の受験競争 、暗記偏重教育 を始 めと して、

教育 制 度 や授 業 の あ り方 そ の もの も、 さ ら に見

直され るべ きで あ る。

8 不登校／さまざまな形態での学習権の保障

これ ほ ど多 くの子 ど もた ちが不 登 校 に な って

いる とい う こ とは、 学 校 の あ り方 に大 きな問 題

があ る こ と を示 唆 して い る。 政府 に は 、子 ど も

たちが安心 して通 える学校 を維持す る責任があ

るこ と を踏 まえ 、子 ど もの 権 利 が充 分 に保 障 さ

れる よ う、学 校 の あ り方 を総 合 的 に見 直 す べ き

であ る。不 登 校 の子 ど も に対 し、通 学 す る よ う

プレ ッ シ ャー を か け た り、 卒 業 させ な い とい っ

た脅 しが行 な われ ない よ う、教 育 硯 場 に村 す る

指導 も徹 底 させ か ナれ ば な らな い。

さ らに 、子 ど もた ちが 、 公教 育 制 度 以 外 の 方

法で も教 育 へ の権 利 を享 受 で きる よ う な取 り組

みを進 め るべ きで あ る。

9 子 ども に対する暴力

教 師 に よる体 罰 は、 死 者 を出す ほ ど に深 刻 な

状況 を引 き起 こ して い る。子 ど もに村 す る身体

的・ 精神 的暴 力 は、 教 師 に よる もの か 親 に よる

もの か を問 わず 、 法 律 で は っ き りと禁 止 すべ き

であ る。 と くに、 教 師 に よる 身体 的 ・ 精神 的暴

力をな くす ため に、異議 申立 て手続の整備 を始

めとす る 、効 果 的 な措 置 が と られ なけ れ ば な ら

ない 。 また 、教 師 に よる暴 力 を容 認 す る風 潮 を

なくす た め に、 積 極 的 な啓 発 措 置 を と るべ きで
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あ る 。

同 時 に、 親 に よる暴 力 や 虐待 を 防止 す るた め

に、効果的な相談態勢の確立、 C A P （児童虐

待 防 止 ） プ ロ グ ラ ム な どの導 入 を始 め とす る、

あ らゆ る必 要 な取 り組 み を行 な うべ きで あ る。

1 0 い じめ

危機 的 な状 況 に達 して い る い じめ 問題 を解 決

す る ため に、子 ど もが 安 心 して相 談 で き、 き ち

ん と守 られ る よ う な仕 組 み の確 立 を 始 め と し

て 、 あ らゆ る可 能 な取 り組 み を最 優 先 課 題 と し

て行 な うべ きで あ る。 い じめ の加 害 者 に村 して

も、 適切 な援 助 が 提 供 され な け れ ば な ら な い。

さ らに、 い じめ対 策 の た め の 総 合 的 な プ ロ グ ラ

ム を整 備 す る と と もに、 そ れ に基 づ い て、 教 員

や カ ウ ンセ ラー を始 め とす る 関係 者 へ の研 修 を

積極 的 に行 な っ てい くべ きで あ る。

1 1 家族環境・代替的養護

現 在 進 め られ て い る 「エ ンゼ ル プ ラ ン」 に と

もな う国 レベ ル ・ 自治 体 レベ ル の施 策 の 中 に、

子ど もの権 利 条 約 に掲 げ られ た もの を始 め とす

る さ ま ざ まな子 ど もの 権 利 を保 障す る とい う趣

旨 、 と くに差 別 の 禁 止 、 子 ど もの最 善 の 利益 、

子ど もの意 見 の尊 重 の 原 則 を盛 りこ むべ きで あ

る 。

ま た 、 ひ と り親 家 庭 を 始 め とす る 、 と くに 困

難別 犬況 にある家族への援助 を充実 させなけれ

ばならない。長時間労働や単 身赴任 に象徴 され

る よ うな 、親 とと も に過 ごす 時 間や 権 利 を子 ど

もか ら奪 う企 業 社 会 の あ り方 に 関 して も、根 本

的に見 直 す べ きで あ る 。

家族 と と もに過 ごす こ とが で きない子 ど もに

対して は、 可 能 なか ぎ り家族 的 な環 境 の も とで

過ごす こ とが で きる よ う、里 親 の 奨 励 を始 め と

する取 り組 み を行 な うべ きで あ る。 そ の よ うな

子どもが過 ごす施設に関 して も、最低基準 の向

上、施設内 における人権侵害の防止 など、子 ど

もの権 利 を保 障 す る た め の充 分 な措 置 を と らな

けれ ば な ら ない 。

1 2 コミュニテ ィ／文化政策

子 ど もの 権 利 を保 障 す る 上 で コ ミュ ニ テ ィ

（地域 社 会） が 果 た し うる 重 要 な役 割 を踏 まえ 、

コ ミュニ テ ィの あ り方 に関 す る活発 な議 論 を奨

励す べ きで あ る。

さらに、条約第3 1条 に規定 された休 息・余暇

への権利、遊 びの権利 、文化的・ 芸術 的活動 に

アクセ スす る権 利 を実 現 す るた め 、 文 化 政策 や

教育 政策 の総合的な見直 しを行 ない、子 どもた

ちが こ れ らの 権 利 を享受 す るた め の 時 間 、場 所 、

施設 な どを確 保 で きる よ う、 条 件 整 備 を進 め て

いくべ き で あ る 。

1 3 国際協力

日本の 国際援 助 は、 O D A （政府 開発援 助）

の額 ほ多 くて も、 実 際 には 、援 助 を最 も必 要 と

して い る 子 ど も た ち に届 い て い な い 場 合 が 多

い。 O D A の 2 0 ％ を子 ど もた ち の た め に 配 分 す

るこ とを始 め と して 、援 助 が 本 当 に子 ど もた ち

の役 に立 つ よ う な方 向 で 、援 助 政 策 の 見 直 しを

するべ きで あ る。 また 、 貿 易 活 動 につ い て も、

アジ ア の児 童 労 働 の 問題 を始 め と して 、 開発 途

上国 の子 ど もた ちが 直 面 して い る問 題 の解 決 に

貢献 す る よ う なあ り方 を模 索 して い か な け れ ば

なら な い 。

14 政府報告の審査に関する対応

日本政府が国連・ 子 どもの権利委員会 に提 出

した報告は、委員会の期待や要請 に対 して なお

不充 分 で あ り、 さ らに追 加 情報 を提 出す べ きで

ある。 また、政府報告、追加情報 、委員会の質

問リ ス トに 対 す る文 書 回 答 を 始 め とす る資 料

は、子 ど もの権 利 に 関す る活 発 な議 論 の素 材 と

する ため に、 積極 的 なや り方 で 公 開 ・普 及 され

なけ れ ば な ら ない 。

同様 に、審査 の議事録や委員会が採択 した総

括所 見 につ い て も、 そ の 内容 お よび 結果 を速 や

かに 国会 に報 告 し、 国 内的 措 置 を講 ず る と と も

に、広 く一般 に公 開・普及すべ きである。

1 9 9 7年 2 月 3 日、外務 省 人権難 民課 に提 出

子どもの権利条約 フォーラム’96 報告書 － 2 5



アンケー ト結果採録、展示コーナー写真

評価

感想・ 参加者 の問題意識 も色 々で、整理 す るのが

むつ か しい 。

・色 々な出会いが で きて楽 しか った。

・ は じめに入 ってい った時 、大多 数の方が か

たい顔 を していたので 「みん な不 安 なのか

な ？」 と思 い、 か え っ て 楽 に な っ た 。

・ 初対面 の人 とのb re ak th e ic eの 方 法 と して

とて も参 考 に な っ た 。

・ 様 々な立 場か ら子 ど もの権 利が おかれ てい

る状況 な ど意見交換 をす る ことが で きた。

・ お とな の 人 と か幅 広 い 人 た ち が ふ れ あ う こ

とが で きて よ か っ た 。

・ あ との活動 へ の関連が不 明。

くわ か りやす か ったです か ？〉

評価

評価

〈 お も しろか ったで すか ？〉

感想・ 知識が乏 しか ったので、何 をや ってい るの

か最初 わか らなかった。 もう少 し説明が あ

れば。

2 d 一 子どもの権利条約フォーラム，96 報告書

シナ リ オが ほ しい 。 や って み た い 。

ときど き演技 している人の本音 が入 ってい

てお も しろ か っ た。 国 側 を演 じて い る 人 が 、

実際の場面 でああ い う対応 を されて いるの

だと理 解 した 。

イメ ー ジ は つ か め た 。 で も子 ど も に は む つ

かしい か も。

・ ボルボ委員 の説 明が視聴 者 に もよ くわかっ

た。質問内容 を前 にパ ネル を用意 す るな ど、

ど うい っ た議 論 中 な の か よ く把 握 で き た 。

・ い つ も知 ら な い と こ ろ で何 か が お こ っ て い

る と思 って い た の で 、 ち ょ っ とだ け何 が 起

こってい るのかが わかった。

・ こ うい う もの を も っ と各 地 で や っ て み た ら

い い と思 う。 条 約 の P R に も な る し、 国 の

行 政 へ の 取 り組 み が 明 らか に な る と思 う。

・ 流 れ が よ くわ か っ た 。 想 像 して い た よ り も

お も し ろ い 。

・ ドラ マ と して お も し ろ い が 、 個 別 の 問 題 の

具 体 的解 決 に ど こまで 役立 つ か 疑 問が あ

る 。

・この ような機会 が なければ、子 ども委 員会

の 形 式 を知 る こ とが で きな か っ た の で 、 と

て も よか っ た。

・ 基礎知識、予備知識が要求された。



〈 第 1分科会 おもしろい学校 1〉

評価

感想・ まっ た く分 野 の ちが う現 場 の 先生 の話 が

きけ た の が よ か っ た 。

・ 内 容 と し て は 短 時 間 に も か か わ らず 、 と

て も有 意 義 な もの で した 。

・ 時 間 が な さ す ぎ る 。 こ れ な ら 更 に 3 つ の

分科 会 に した方 がいい。 すべ ての企画が全

部 サ ワリの みで、深め られ ないのが残念 で

す 。 で も話 は お も しろ か っ た 。

・ 紹 介 に 終 わ っ て し ま っ た 。

子どもの権利条約の関連書籍 を読 む
〈 展示 コー ナー〉

〈 第 2 分科会 お もしろいフリースクール〉

評価

感想・ 報 告 者 の 人選 が よか った。 気 づ きが で き

た 。 うれ しい 。

・ 実 際 に学 校 に行 か ない こ と を選 択 した子

ど も さ ん の 言 葉 胸 に しみ ま した。

・ 参 加 者 は 互 い に 理 解 し よ う と い う気 持 ち

できて い る の に、 司 会 の 方 は 「フ リー ス ク

ール を認 めて ほ しい」 の主張 のみで話 し合

いに な っ て い なか っ た 。 質 問 に も返 事 に な

って な い返 事 ば か りで 、 せ っ か く質 問 して

も攻 撃 され て る よ うで 、 非 常 に か わ い そ う

だっ た。 フ リ ー ス クー ル に関 して 私 自 身 は

認め る立場 にあ るのだが、あ の ように具体

的な行動計 画の提案 の内容が ない会議 な ど

する必要 が ない。 遠方か ら参加 された方 の

こ と を考 え る と とて も残 念 だ っ た 。

フ リー ス ク ー ルv s ．学 校 と い う二 項 対 立 に

し て し ま う の は ど う も・‥。

盛況の書籍販売コーナー

〈 第 3 分科会 おも しろいまち づ くり〉

評価

感想 ・ も う少 し深 く話 を 聞 け た ら。

・ ま ち づ く り と い う表 題 と 内 容 が 合 致 して

い な か っ た 。 ま ち づ く り を 人 づ く り の ネ ッ

トワー ク か ら考 え て い か な け れ ば い け な い

と思 うが 、 人 づ く りの 報 告 だ け で 終 わ っ て

し ま っ た 。

〈 第 4 分科会 子 どもの心とか らだの癒 し〉

評価

子どもの権利条約フォーラム，96 報告書 叫 2 7



感想・ 来て 、学 んで 、ずいぶ ん力 がつ いた感 じで

す 。 本 当 に よ か っ た と感 謝 して い る 。

・ 子 ど もの 「ち か ら」 を ひ き だす とい う こ と

で （ダメ、 ダ メで な く）、性 教育 に役 立 て

て い きた い 。

・ C A P の こ とが 少 しわ か りか け て き た と こ

ろ で 終 わ っ て し ま っ た。

〈 第 5 分科会 おもしろい学校 2 〉

評価

感想・ 「 5 年生 の クラス」民 族学級 の体験が シ ョ

ッキ ン グ

・ 「共生 を考 える には 自立 が まず 第一」 とい

う金相 文 さんの意見が 印象的

・ 民族学級 を始 めて知 った。 日本 の文化 とは、

を考 え て い き た い 。

イン タ ー ネ ッ トで も フ ォ ー ラ ム の 情 報 を発 進

〈 展示 コー ナー〉

〈 第 6 分科会 おもしろいお役所〉

評価

感想・ 行政 だけで な く、市民活動 、子 どもの活動

の どれが欠 けて も行政 として動 いて くれな

い こ と を実 感 した 。

・ 教育委員 会の 人の明 る さや積極性 がかい ま

2 8 一 子どもの権利条約フォーラム’96 報告書

見れ て よ か っ た。 行 政 も捨 て た もの じ ゃ な

い、 が ん ば っ て い る な、 と うれ しい 。 都 道

府県 レベ ルでの運動 に拡大 して い くとす ば

ら しい な 。

「お も しろ い フ リ ー スク ー ル 」 に比 べ て

「 教育 （学校・ 行政）」側 もい ろい ろ考 えて

いる の が 手 に とる よ う に わ か っ た。

物品 の販 売 もあ りま した 〈展 示 コ ーナ ー〉

く第 7 分 科会 多文化・マイノリティの子どもたち〉

⑦評価

感想・ 各地での取 り組み に関わ る人た ちの思 いや

息 づかいが伝 わ って くる報告 が とて もよか

っ た 。

・ マ イ ノ リテ ィの 周 囲 を と りま く環 境 を教 育

に よ って 改 善 で きた ら と、 強 く感 じる と同

時 に、 自分 に何が で きるか を考 える と心 許

な い 。

〈 第 8 分科会 南の国の子どもたちと私たち〉

評価

感想・ 世 界か ら見 られて いる 日本の立場 が わかっ

た 。

・ 南北 の構造 、それ以上 につ くられた男・ 女



に対 す る概 念 や も の を介 して の コ ミュ ニ ケ

ー シ ョン しか で き な い 日本 社 会 の こ と を 改

め て考 え、結 局 はその延長線 上 にこの 間題

が あ る と思 っ た 。

・ どうすれ ば問題 解決 につ なが るか難 しい。

〈 第 9 分科会 政府報告書について〉

評価

感想・流れ、概論がわかったが、私自身が地域の

中で活動 していない ので、受 け身で積極 的

に参加 で きなかった。

・ 論議 に偏 りを感 じたが 、政府報告 書 を きっ

か けに、現在・ 過去 を整 理 し、未 来へ の方

向 を見 つ け る チ ャ ン ス に で き る と実 感 し

た 。

・ な か な か よ く ま と ま っ た報 告 だ っ た 。

〈 第 1 0 分科会 子どもアクシ ョン広場〉

評価

感想・ 色 々 な子 どもたちが主体 的にが んばってい

る の が 伝 わ っ て きて よか っ た 。

・ 色 々 な と ころ か ら色 々 な 人 が 来 て い る と思

っ た 。

1 日 目夜 の交 流会

・ 新 聞…13 （朝 日10 、解放… 1 ）

・ 過 去 の フ ォー ラ ム に 参 加 … 5

・ ち ら し… 3 9

（国際子 ども権利 セ ンター… 9 、 組 合 … 4 、 と

よなか国際 交流協 会… 3 、大 学… 3 、 D M ‥・ 3 、

講座 … 2 、子 ど も情 報研究 セ ンター、エ クパ ッ

ト、地域 国際交流協 会、 C F F C 、『は らっば』

弁護士会、川西市…各 1 ）

・ 実行委員構成団体会員…32

（国際子 ども権利 セ ンター… 10、 子 ど もの権利

条 約 ネ ッ トワー ク … 5 、 エ ク パ ッ ト ‥3 、 在 日

コ リア ン人権協 会… 3 、組合 … 2 、在 日韓国民

主 人権協議会 、子 ども情報研究 セ ン ター、 とよ

なか国際交流協 会、 J H C 、子 ども会議 、 ヒュ

ー マ ンボ イ ス ‥・各 1 ）

・ 友 人か ら… 24

・ 無記入… 7

・ その他 … 18

（ ゼ ミ・大学・先生… 4 、『 は ら っ ば 』 を見 て

…3 、職場・ 組 合… 3 、 など）

子ど も の 手 づ く り テ レ カ も販 売

子どもの権利条約フォーラム’96 報告書 － 2 9
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、中

央

区

で

フ

ォ
ー

ラ

ム

市
民
ら
模
擬
討
議
も

子
ど
も
の
「
権
利
」
を
考

え
る

フ
丁
ど
も
の
権
利
条
約
フ
ォ
ー
ラ
ム
伽
こ

が
九
日
、

中
央
区
点
ノ
宮
中
央

一
丁
目
の
ア
ピ
オ
大
阪
で
始
ま

っ
た
。
全

国
か
ら
市
民
団
体
の

メ
ン
バ
Ⅰ
ら
約
三
百
人
が
参
加
し
、
二
年
余
り
前
に
日
本
が
批
准

し
た
国
連
の

「
子

ど
も
の
権
利
条
約

」
を
、
よ
り
実
効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
の
方
策
を
探

っ
た
。

貸

出
－
で
、
子
ど
も
の
人
稚
を
考
え
る
歩

加
着
た
ち
＝
中
央
区
森
ノ
畠
中
央

一
丁
日
で

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
非
政
府
組

織

（
N
G
O
）
の
国
際
子
ど
も

権
利
セ
ン
タ
ー
（
大
坂

）
と
子

ど
も
の
権
利
条
約
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク

（
東
京
）
が
呼
び
か
け
て
開

き
、
今
回
で
四
回
目
。

条
約
は
、
倉
見
表
明
権
や
教

育

へ
の
権
利
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
に
幅
広
い
権
利
を
保
障
し
て

い
る
。

基
調
讃
嘆
の
中

で
、
同
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
喜
多

明
人
・
代
表

責

は
「
条
約
の
内
容
実
現
の

た
め
に
私
た
ち
に
何
が
で
き
た

か
を
、
ま
ず
考
え
た
い
。
政
肘

や
自
治
体
と
も
対

話
を
進
め
た

い
」
と
訴

え
た
。

続
い
て
N
G
O

の
メ
ン
バ
Ⅰ

朝日新聞

1 9 9 6 年 1 1 月 10 日

ら
が
、
国
連
側
と
日
本
政
府
側

に
ふ
ん
し
、

「
親
に
よ
る
体
罰

も
薬
止
す
る
法
律
を
つ
く
る
用

意
が
日
本
に
あ
る
か
」

（
国
連

側

）
、
「
家
庭
で
の
体
罰
は
で

き
る
だ
け
し
な
い
よ
う
改
め
て

検
討
し

た
い

」

（
日
本
政

貯

側

）
な
ど
と
模
擬
討
議
を
操
り

広
げ
、
問
題
点
を
浮
か
び
上
が

ら
せ
た
。

最
終
日
の
十
日
は
、
政
府
が

今
年
五
月
に
国
連
に
出
し
た
報

告
膏
や
、
ア
ジ
ア
諸
国
な
ど
で

の
子
ど
も
買
春
の
問
題
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
う
。

政
府

の
取
ら
組

み
は
？

子
ど
も
の
権
利
条
約

で
何
が
変

わ

っ
た
の
か
を
考
え
る

「
子
ど
も

の
権
利
条
約
フ
ォ
ー
ラ

ム
溺
」（
子

ど
も
の
権
利
条
約

フ
ォ
ー
ラ
ム
溺

実
行
委
員
会
主
催
、
大
阪
府
、

ユ

ニ
セ
フ
後
援
）
が
九
、
十
両
日
、

大
阪
市
中
央
区
森
之
宅

の
ア
ピ
オ

大
阪
で
開
か
れ

る
。

子
ど
も
の
意
見
表
明
権
、
差
別

の
禁
止
な

ど
を
う
た

っ
た
同
条
約

は

一
九
八
九
年

、
国
連
で
採
択
さ

れ
た
。
日
本
で
は
二
年
前
に
発
効

し
、
政
府
は
今
年
五
月
、
こ
の
集

約
に
別
し
て
、
ど
ん
な
取
り
阻
み

を
し
て
き
た
か
を
報
告
書
に
ま
と

め
、
国
連
に
塩
出
し
た
。

報
告
書

は
い

じ
め
や

登
校

拒

否
、
差
別
な
ど
の
実
輝
や
課
題
に

つ
い
て
は
触
れ
て
お
ら
ず
、
日
弁

連
や
子
ど
も
の
人
権
連
、
子
ど
も

の
権
利
の
た
め
の
国
連
N
G
O
な

ど
が
独
白
の
報
告
青
を
ま
と

め
、

国
連
に
提
出
す
る
予
定
だ
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
こ
れ
が
三
回

日
で
、
九
日
午
後
三
時
か
ら
「
模

擬
国
連
子
ど
も
の
権
利
委

員
会
」

を
開
催
。
来
年
十
月
の
国
連
子
ど

も
権
利
委
鼻
会
で
政
府
報
告
書
が

フォー ラ ムで 課 題 探 る

蟄

読売新聞

1 9 9 6 年 1 1 月 8 日

ど
〉コ
評
価
さ
れ
る
か
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
す
る
。
十
日
は
教
育
環
境
、

虐
待
防
止
、
在
日
コ
リ
ア
ン
な

ど

マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー

の
子

ど
も
た

ち
、
子
ど
も
買
春
、
子
ど
も
議
会

な
ど
の
分
科
会
に
分
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
を
話
し
合
う
。

参
加
費
大
人
千
五
百
円
（
当
日

二
千
円
）
、
十
八
歳
末
満

の
子
ど

も
五
百
円

（
当
日
千
円
）
。
申
し

込
み
は
フ

ァ
ク
ス
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
震

希
望
分
科
会
を
記
入

し
て
、
〒
矧
大
阪
市
北
区
本
庄
東

一
の

一
八
の

一
四
、
国
際
子
ど
も

権
利
セ
ン
タ
ー
（
フ
ァ
ク

ス
0
6

・
37－・
昌
Y・
AT）へ。

子どもの権利条約フォーラム，9 6 報告書 － 3 1

帥
鮒

政
府
報
告
や
実
態
考

え
よ
う

m蒜
い
じ
め
や
体
罰

、
不
登
校
、
児

玉
虐
待
な
ど
、
子
ど
む
た
ち
が
抱

え
る
問
題
に
取
り
組
む
人
た
ち
が

全
回
か
ら
集
う
「
子
ど
も
の
権
利

9

、
10

日

大
阪

で

フ

ォ
ー

ラ

ム

集
約
フ
ォ
エ

フ
ム
鍋
」
が
九
、
十

日
の
二
日
間

、
大
阪
市
中
央
区
森

ノ
宮
中
央

一
丁
目
の
ア
ピ
オ
大
阪

で
開

か
れ
る
。
今
年
五
月
に

国
連

に
提
出
さ
れ
た
日
本

政
府
の
報
告

書
の
内
容
を
換
狂
す
る
ほ
か
、
子

ど
も
の
自
己
決
定
権

を
大
切
に
し

た
り

、
多
文
化
の
子

ど
も
た
ち
を

巻
き
込
ん
だ
り
す
る
新

し
い
取
り

組
み
な
ど
の
報
告
、
話
し
合
い
な

ど
が
あ

る
。

国
勝
子

ど
も
権

利
セ

ン
タ

1

（
大
阪
）
と
子
ど
も
の
権
利
条
約

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
東
京
）
が
呼
び

か
け
た

。
権
利
条
約
が

国
会

で
批

准
さ

れ
て
二
年
余
り
。
同
権
利
セ

ン
タ
ー
事
巻

局
長
の
浜
田
進
士
さ

ん
は
「
報
告
書
は
、
理
念
や
報
告

制
度

の
意
味
が

わ
か

っ
て
い
な

い
。
ア
イ

ヌ
民
族
や
在
日
外

国
人

の
子
ど
も

、
日
比
固
陳
児
、
群
青

児
ら
の
言

及
も
な
く
、
意
図

的
も

の
を
感

じ
る
」
と
顕
す
。

九
日
に
全
体
会
と
し
て
、
「
模

深
・

国
連
子
ど

も
の
権

利
委
月

余
」
を
開
く
。
国
連
の
同
裏

金

や
動
き
を
ず

っ
と
見
守

っ
て
い
る

平
野
裕
二
さ
ん
ら
を
小
心
に
、
政

府
報
出‥
の
問
題
点
を
検
証
す
る
。

十
日
は
課
題
別
分
科
会
で
、
独
創

的
な
活
動
を
す

る
「
き
の
く
に
子

ど
も
の
村
学
園

」
や
豊
中
第
十

一

中
学
の
取
り
組
み
や
、
兵
庫
県
川

西
巾
の

「
f
ど

も
議
会
」
、
市
出

田
体
に
よ
る
児

蔑
虐
待
防
止
プ

ロ

グ
ラ
ム
の
相

介
、
チ
ど
も
に
対
す

る
買
春
問
題
な
ど

の
報
出
口と
討
論

が
あ
る
。

フ
ォ

ー
ラ
ム

の
議
論

を
臍
ま

え
、
政
府
朝
出‖
告
に
対
抗
す
る
リ

ポ

ー
ト
も
ま
と
め
、
国
連
に
提

出

す
る
予
程

。
予
約
必
要
。
参
加
教

は
千
五

日
円

、
子
ど

も
五
百

円

（
当

日
は
各
五
百
円
増
）
。
希
望

者
は
、
国
際
子
ど
も
権
利
セ
ン
タ

ー

（
〇

六
－

三
七
五

1
五
四

六

六
）
へ
。

朝日新 聞

1 9 9 6 年 1 1 月 5 日



賛同団体

C W A 日本委 員会

D C I 日本 支部

G I T C （ グ ロ ー ブ ・ イ ン タ ー ナ シ ョナ ル・ テ ィー チ ヤ ー ズ ・ サ ー ク ル）

H IV と人 権・ 情 報セ ンター大 阪

I P A 日本支部

I Y F ジ ャパ ン

J E C（Joy山1E nglish C lub）

N G O 活 動推進 セ ンター

N G O 外 国人救 援 ネ ッ ト

N G O 福 岡 ネ ッ ト ワ ー ク

アー ユ ー ス ＝仏 教 国 際 協 力 ネ ッ トワー ク

明石書店

ア ジ ア ・ ボ ラ ン テ ィ ア ・ セ ン タ ー

（ 社）ア ジ ア協 会 ア ジ ア 友 の 会

ア ジ ア子 ど もの 会

アジアに学ぶ 会

ア フ リ カ教 育 基 金 の 会

A SEED JAPAN

W OM EN’s cONCERN

W OM EN■S M ESSAGES
浦安市国際交流協会

浦安在住外国人会

大阪国際文化協会

（ 財）大 阪 国 際 平 和 セ ン ター

大阪 自然数重

大阪人権博物館

（ 杜矧大阪府社会福祉協議会

大阪府同和教育研究協議会

大阪 ボ ラ ンテ ィ ア協 会

（ 軌岡山 Y M C A

関西 共同行動

開発教育協議会

（ 社梓申奈 川 人 権 セ ン ター

カ バ タ ア ン

カ ラ パ オの 会

関西N G O 協 議会

関西 N G O 情 報 セ ンター市民 の集 い

関西国際交流団体協議会

関西大学 久保 田ゼ ミ

学校 災害か ら子 どもを守る全 国連 絡会

京口 ス コ ラ
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（ 財）京都 ユー スホ ステル協 会

矯風会児童教育部

行政書士入管手続研究会

（ 株）グ ロ ー ブ イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル

（ 財）ケ ア ジ ャパ ン

（ 株）経済春秋社（G lobalA ge誌）

現代座

（ 財榊 戸Y M C A

神戸学生 青年 セ ンター

国際 子 ど も ネ ッ トワ ー ク

（ 社福）国際精神 里親運 動部

国際理解・ 社会教 育研究所 コスモポ リタ ン

心の ネ ッ ト、海 と風 の宿 、や んばる福 祉 ネ ッ ト

子ど もの権利条約 をよむ会

子ど もの権利条約 「熊本 の会」

子ど もの 人 権 埼 玉 ネ ッ ト

子ど もの人権連

桜井・法貴グローバル教育研究所

さ さ え あ い 医 療 人 権 セ ン ター C O M L

三洋電機労働組合

参加 のデザ イ ン研 究所

シャプラニ ール＝市 民 による海外協力 の会

シ ャ プ ラ ニ ー ル南 大 阪

市民外 交セ ン ター

市民 グルー プ地球 家族 の会

市民 フ ォー ラ ム 2 00 1

（ 社）セ ー ブ ・ザ チ ル ドレ ン・ ジ ャパ ン

千里国際学園 大阪国際文化中学高等学校

曹洞 宗 国 際 ボ ラ ン テ ィア 会

空・ 山・川総合研究所

多文化 共生セ ンター

（ 財）たんぼ ぼの家

第3世 界 シ ョ ッ プ

チェ ル ノブ イ リ子 ど も基 金

中卒 、 中 退 の 子 ど も を もつ 親 の ネ ッ トワ ー ク

地域 の国際交流 を進め る南 河内の会

地球市民の会

帝塚山学院大学国際理解研究所

デイサ イ ド

慨）デ ザ イ ンF F

東京 Y M C A（国際奉仕 セ ンター）



賛同個人

（ 社福）東京育 成園

東京東 チモー ル協 会

東和町国際交流協会

所沢Y M C A

（ 鮒豊 田市国際 交流協 会

豊中市同和教育研究協議会

とよなか地球市民 ジュニアの会

な が さ き国 際 理 解 教 育 セ ン ター

長野県子 どもの権利 条約 の会

名古 屋 N G O セ ン タ ー

（ 財）名 古 屋 国 際 セ ン タ ー

日比 混 血 児（J F C ）を支 え る ネ ッ トワー ク

（ 財）日本 Y M C A 同 盟

偲）日本 キ リス ト教 海外 医療協力 会

日本 国 際 ボ ラ ン テ ィア セ ン ター

（ 杜）日本 国際民 間協 力会

日本 子 ど も を守 る会

日本 消費者 連盟

日本 ネ ッ トワー カ ズ 会議

（ 社旧 本 フ ィラ ン ソ ロ ピ ー協 会

熱帯雨林保護団体

ネ グ ロ ス キ ャ ンペ ー ン京 都

ハイス ク ー ル フ ェ ス テ ィバ ルin 埼 玉O B ・ O G 係

反差 別国際運 動 日本委 員会

パル ゴマ イラ母子 を支 える会

パレス チ ナ子 ど もの キ ャ ンペ ー ン

ピ ナ ツボ ・ ア ユ タ教 育 里 親 プ ロ グ ラ ム

フ ィ リ ピ ン の こ ど もた ちの 未 来 の た め の運 動

ぶらん ね っ と

ベトナ ム の 子 ど もた ち を支 援 す る 会

ホリス テ ィ ッ ク教 育 研 究 会

緑のサ ヘ ル

（ 財）箕面 市 国際交流協 会

民族教育 文化 セ ンター

ムジ カ工 房

横浜Y M C A

横浜教区 滞 日外 国人 と連帯 す る会

R IN K
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実行委員会構成団体

国際子ども権利センター

大阪市北 区茶屋 町2－30 5F 〒530

T E L O6－375－5466 F A X O6－371－7804

子どもの権利条約ネッ トワーク

東京都港 区海岸1－6－1－83 1 〒105

T E L O 3－3 4 33て99 0 F A X O 3－3 4 33－7 36 9

A R C
東京都千代 田区猿楽 町2－3－1 萩原ビル4F 〒 10 1

T E L O3－5281－3455 F A X O3－5281－3455

アムネスティ日本支部関西連絡会

大阪市北 区中津3－17－5 城 ビル2F 〒 53 1

T E L O6－376－1496 F A X O6－378－1340

エクパ ッ ト・ ジャパ ン関西

八尾市桂町2－3－1－5 （森方） 〒581

T E L O729－98－0407 F A X O729－98－0407

大阪高校生平和ゼミナール

豊中市 利倉東 1－3－13 〒561

T E L O6－863－8653 F A X O6－863－4653

大阪府在日外国人研究協議会

八尾市高美町6－15 1 八尾市立高美南小学校内 〒589

T E L O729－94－5634

大阪Y W C A

大阪市 北区神 山町11－12 〒53 0

T E L O 6－3 6 1－0 8 38 F A X O 6 －3 6 ト2 9 9 7
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協賛広告

■■
■■

一

けんり

こど もの権 利

転子品 ∠
」＼笠 翁 監修 ア ン ダ ー シ ョ ン イラス ト

「子 どもの権利条約」を子 どもたち自身の もの に ！ 条約 のお もな内容 を、子 どもに も十

分 理 解 で き る よ うに や さ しい こと ば と イ ラス トで 紹 介 す る 。 ス ウ ェ ー デ ンの こど もた ち

に配 布 され ている rわた しの権利J を翻訳。 斗535－5甜 11－0 ，560 12－9 ’95

A 5 変型判 （小学生向）82 4 円 （中・高校生向）9 2 7 円

子どもの権利教育マニュアル
ブローノールな活動事例と日本の実践報告

托叩 亡ひ旧 ○血d山曲山 ：A 止血 dd v 丘k

D ．セル ピー・ G ．パイク昔 河内徳子・喜多明人・林 圭椒・岩Jtl直樹 訳

子 ど もの権 利条約の精神 を学位でいかに根 づかせるか は、今 日の時代 の要諦 である。本

音 は、 21 の プ ラ クテ ィスを適して生徒 にアイデ ンテ ィテ ィや権利・義務の態度・ス キル

を育 む教材 であ る。 日本の教室での実践報告 も収載。 小535－5‘O 13 －7 ’95

A 5 判 2 60 貫 2，0 00 円

解説 子どもの権利条約

国永井憲一・寺脇隆夫 蛋「子 ど もの権 利条約」 を解説する基本書 的存在 と して、幅広 く読 まれて きた本書 （旧版）

が指摘 していた間蓮点 は解決されてはお らず、本書 の価値 は いまだに高い。条約が批准

され た機 会 に必要 な改訂 を加えた。 ¢535－5‘00 7－2 ’94

B 6 判 2 36 貫 1．4 4 2 円

尋 17 0 東京都豊島区南大塚 3－12－4 ′03・3987－862 1 田0 3－39甚7－85舛



協賛広告

「子どもの権利条約」は、子どものための世界の約束 ！

怠る仔どもの嘲 煉 胤事典

シリーズ最新刊 ！！

喜多明人・文／内田玉男・画

「 子どもの権利条約」は、子どもの権利を守るために

つくられた、世界中の国と国との約束です。 日本も、

1 9 9 4 年 4 月 に条約 にくわわ りま した 。 この本 は、

身近な子どもの生活の中から、子どもの権利にかか

わるテーマを、まんがと文章でわかりやすくまとめ

たものです。 定価 1，200円（本体1，16 5円）

あかね書房 東京都千代田区西神 田3－2－1
〒1 0 1 T E L．0 3－3 2 6 3－0 6 4 1

奄

憾耶箋

羽夢

薫

纂
叫軌岬‖

おとなのための子
一新 しい発想 これか らの実践一
条約が うた う「子 どもが主体」 「子 どもとおとなは対等」を鍵に、

親・教師 に捧げる一人で始められる発想 と実践のヒン ト集。

どもの権利条約
鈴木祥蔵／桂 正孝／森 実 編

全 く新 しい子ども－お とな関係が見えて くる。全 ての

四六判 233頁 定価 1，700円＋税51円

人権の授業をつ くる
奈良県同和教育研究会／大阪府同和教育研究協議会／大阪市同和教育研究協議会 編

部落問題を軸にすえた人権教育・学習をどう創 り進 めていくれ 清掃労働、食肉業、水平社宣言、結婚差別などの教材や指導

計画、授業展開に資料を添えた′卜 中学校実践集。 A 5判 24 1頁 定価 2，00 0 円 ＋税 60 円

A I D S を ど う教 え る カヽ
五島真理為監修／ 尾藤 りつ子編集代表 B 5判 146頁 定価2，000円＋税60円

偏見の根強いH I V ／A I D S 問題を新聞記事、感染者や患者・家族の手記、団体の活動な どの多方面からの切 り込みで解説。

共生の社会実現に向けて考える格好の教材集。

あ し た ラモ気 lヱな あ れ ＿轟壷に生まれてよかった「
松村 智 広 著 四六判 224頁 定価1，500円＋税45円

文字を書けない祖母や父を責め、部落を隠 して苦 しんだ日々。差別を乗 り越えた道筋と、部落への誇 りをユーモラスに綴る。

マ サ ヒ ロ 作／帥 文子絵／伊藤秀男 A 5変型判18碩 矧 5。。。＋税45。

現代社 会 か ら ドロップア ウ トし、差別 と偏見 の 中を親 々 自在 に生 きるマサ ヒロと少年達 のた くま しい姿 をシ ャー プな タ ッチ

で描 く。小学校中・高学年向き児童文学。 部落解放文学賞入選、日本児童文学者協会新 人賞受 賞
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一
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⑳
砂
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球
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規
模
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①
子
ど
も
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条
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も
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近
な

一
一
項
日
と
権
利
を
守

る
仕
掛
け
の
四
頂
目
を
選
ん
で
解
説
。

②
高
校
生

の
意
見
表
明
・

社
会
参
加

の

紹
介
。

⑨
子
ど
も

の
権
利
条
約
に
関
す
る
自
治

体
の
と
∽り
く
み
を
紹
介
＝。

日
本
子
ど
も
を
守
る
会
＝
山積

1
2
0
0
円

学
校
災
害
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

T ELO3（3204 ）48 11（代）振替・00150－9－4 6122
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